
 

 

 

 

 

 

にのみや学園小学校英語教育研修会 

８月２９日（火）、二宮町町民センターにて、にのみや

学園小学校英語教育研修会を開催しました。直山木綿

子さん（文部科学省初等中等教育局教育課程課視学

官）にご講演いただきました。小学校の教員と中学校

の英語科の教員、約６０名が参加しました。 

外国語の授業づくりについて、わたしたち教員が意

識すべきこと、取り組むべき方向性を学ぶことができま

した。いくつか印象に残った言葉を紹介します。 

 

「目的・場面・状況を適切に設定すれば、子どもの言葉がかわる」 
子どもたちは、本気になれるシチュエーション、誰かに伝えたくなる場面や状況があると、ふさわしい言葉を紡

ぎだすために思考します。そして、先生や仲間からの助言を取り入れながら、子どもたちの英語表現（言葉）はど

んどん変容していきます。その変容は、子どもたちの大きな成長です。子どもたちの英語力とこうした言語活動の

相関性の高さは、データでも明らかになっています。子どもたちが自分事としてかかわっていけるような言語活動

を取り入れながら指導することを引き続き大事にしていきたいです。 

 

「教員が子どもたちに身につけさせたい資質・能力を明確にし、ビジョンをもって指導する」 
授業を展開していく上で、教員が子どもに身につけさせたい資質・能力を明確にし、ビジョンをもって指導して

いくことが重要です。小学校卒業までに、中学校卒業までに、それぞれどんな資質・能力を身につけさせたいの

か、学園全体で改めて共通理解を図っていきたいです。教員が明確なビジョンをもっているからこそ、授業におけ

る教員の言葉がけも変わっていくと思います。 

 

直山先生のお話から改めて「目的意識」「ビジョン」の重要性を感じました。これは、外国語に限ったことでは

ありません。あらゆる教育活動において「何のために」という思考や育てたい資質・能力を踏まえた指導を大事

にしていきたいです。 

 

また、外国語の話ではありませんが、直山先生は、講演中に「二宮町の教員は、ほんま仲がようて、雰囲気がえ

えなあ（京都弁）」とおっしゃっていました。他にも、「一体感」「ワンチーム」「数十人で声が揃うことの素晴らし

さ」等、二宮町の教職員のチームワークの良さについて言及されていました。普段、二宮町内で働いていると、な

かなかこうした良さに気づくことはできませんが、外部の人から見て客観的にそう見えるのであれば、大変喜ばし

いことです（もちろん、リップサービスは含まれているとは思いますが）。学校は離れていますが、にのみや学園の

教職員として、同じ方向を向いて、子どもたちの育ちを支えていくことを目指して様々な取り組みを進めてきてい

ることの成果が表れているのかもしれません。二宮町の強みとして捉え、これからも小中一貫教育目標「認め合

い、高め合う、二宮の子」の実現を目指して、５校で仲良く歩みを進めていきたいと考えています。 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

にのみや学園通信 HP 

https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000929.html 
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授業における主体的な学びの姿 

6 年生の児童は今、友達の意見に耳を傾け、「付け足し」

「反対」「新たに」など、自分の考えとの関係性を意識しなが

ら発言しています。 

その際、担任の先生は、1 時間の授業でめざす目標やテー

マを初めに提示するものの、指名や板書など、進行のかなり

の部分を児童に任せています。ときには停滞したり、軌道修正

が必要になったりすることもあるので、つぶやきや質問などに

より、さりげなく刺激を与えます。 

全体の学び合いに至るまでに、一人で調べたり考えたりす

る時間があり、タブレット端末でワープロやスライドのアプリ

を使って簡単にまとめておきます。場合によっては、友達の学

んでいる様子を見せてもらったり、アドバイスをもらったりする

ために席を離れることもあります。 

話し合いの場面において、進行役の児童は、指名した子が発言すると、これまでのものとの関連を考えながら

黒板に追記していきます。発言のたびに短時間で対応しなければならず、いちばん脳みそを振り絞っているかも

しれません。場合によっては、その場で判断しきれず、発言した子のそばに行って内容を確認することもあります。 

上級生の姿から学ぶ 

この日、６年生は社会科で歴史を学んでいました。そんな姿を５年

生が教室で目の当たりにしていました。 

普段、他学年の授業を見る機会といえば、せいぜい学校行事や体

育などの授業で場を共有する程度ですが、子どもたちにとって、それ

は視点を持って意識的に観るというよりは「見える」「見て楽しむ」と

いった方が自然かもしれません。しかし、この日は明らかに、5 年生は

6 年生の教室に「見学」すなわち「見て学ぶ」ために来ていました。 

授業時間の半分ほど見学した後、自分たちの教室に戻り、担任の先生からの「どうでしたか？」の投げかけか

ら振り返りが始まりました。 

初めのうちは６年生の「教室環境」「授業態度」の類の発

言がされていましたが、次第に「発言の仕方」「発言の聞き

方」「調べたことのまとめ方」「板書の特徴」など、６年生の

学習スタイルへと本質的なところに意識が向いていきまし

た。 

授業の最後に、半年後の進級を待たずに「今からできる

こと・していきたいこと」を個人のまとめとしてノートに書いて

いました。 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

にのみや学園通信 HP 

https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000929.html 

R5.９.29 

第５号 



 

 

 

 

 

９年間の学びのつながりを可視化するカリキュラム研究 

にのみや学園では、現在、学園内の小・中学校の教員が 14 の教科・領域等

に分かれて９年間を見通したカリキュラム研究に取り組んでいます。学習内容の

系統性を深く理解することで、既習を踏まえた指導、先を見通した指導の充実を

図っています。また、小・中学校の教員による協働的な取り組みは、異校種間の

相互理解を深め、「にのみや学園」としてのマインドセットを図る機会にもなって

います。 

１０月１７日（火）、山西小学校にて図画工作科のカリキュラム研究授業を行

いました。内容は、次の通りです。 

対象：２年生  内容： めざせカッターナイフ名人 目標：カッターナイフの使い方の基礎を習得する。 

２年生の子どもたちにとってカッターナイフとの出会いの授業。学級担任によ

るきめ細かい指導により、子どもたちはカッターナイフの特性や正しく安全に使

う方法を理解しました。そして、いよいよ実践。「え～難しい！」「まっすぐ切れ

た！」「はさみよりきれい！」子どもたちは、学級担任や参観していた他の小・中

学校の先生方のアドバイスを受けながら、上手に使うためのコツを掴もうと試

行錯誤していました。 

１０月１３日（金）、１４日（土）に二宮西中学校、二宮中学校の文化祭を見学してきました。中学生がカッターナイフを使っ

て制作した切り絵やステンドグラスが窓に飾られており、思わず足を止めて見入ってしまうほどの美しさでした。二宮町にお

ける９年間の学びを見通した場合、カッターナイフを使った学びの最終ゴールが、中学校の切り絵やステンドグラスづくりで

あるならば、その出発点が今回の授業になるのでしょう。小学校でカッターを使う授業を行う際には、「中学生になると、こん

なにも素晴らしい作品を作れるようになるんだよ！」と紹介することで、子どもたち自身が学びのつながりを自覚し、中学生

への憧れ、モチベーションの向上になっていくのではないかと感じました。にのみや学園の９年間を貫く学びが可視化できる

素晴らしい授業提案でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
二宮中学校   https://ninomiya-junior-high-school.edumap.jp/ 

二宮西中学校 https://ninomiyanishi-junior-high-school.edumap.jp/ 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

にのみや学園通信 HP 

https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000929.html 
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二宮西中学校 二宮中学校 

山西小学校２年生 

２年生の今回の作品は練習。カッターナ 

イフを使った本作品の完成が楽しみです！ 

HP には、素晴らしい作品が

数多く掲載されています！ 
 



 

 

 

 

 

二宮町教育支援室「やまびこ」 

全国的に不登校の児童生徒が増加傾向にある中、子どもたち 

の居場所づくり、学びの保障が求められています。二宮町にも、 

様々な理由で学校に登校できない子どもたちが、社会的自立を 

目標とし、自分のペースでゆっくりと学びを進めることができる 

教室「やまびこ」があります。「やまびこ」のパンフレットについて 

は、にのみや学園内の各校に配架されている他、ホームページに 

も掲載されておりますが、具体的な活動内容について通信にて 

紹介します。https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/cmsfiles/contents/0000000/936/yamabiko1.pdf 

○「やまびこ」の紹介○ 

「やまびこ」では、一人ひとりの好きなことや得意なことを大切にして教育活動を計画します。通室する曜日や時

間、学習内容などは、学校や教育相談心理士等と相談しながら、それぞれに合ったペースで進めます。 

教室の様子 居心地の良い環境づくりを心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容例 教室内の活動だけでなく、校外学習などもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

にのみや学園通信 HP 

https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000929.html 
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学習は基本的には自

主学習です。静かな環

境の中で取り組むこと

ができます。 

〈個別学習スペース〉 
やまびこについては、学校

の先生にご相談ください。

直接やまびこへお電話頂い

ても構いません。 

（電話：0463-72-2883） 

小集団で、みんなが楽

しく過ごせることを考え

て活動します。（カード

ゲームや制作など。） 

教育相談心理士や

専任教諭と定期的

に悩みなどについて

相談できます。 

〈小集団活動スペース〉 〈相談室〉 

2023 年度やまびこキャラクター

のビビとココ（通室生考案） 

〈やまびこの教室から見える景色〉 

足柄ふれあいの村 

での野外炊事 

調理実習 

やまびこの花壇・畑 

星槎学園さんでの農業体験 

東大果樹園跡地での焚火

通室生の素敵な作品の数々 


